
《申込書》

小学生の学校授業で実践する「プログラミング教育」に関しては先行的な取組みとして、既に模擬授業
や体験授業などを行っている教育現場もある中で、多くの教職員の方から「どのような内容なのか」「何
を実際に行えばよいのか」などといった不安の声が聞かれます。

2020年度から本格的スタートする小学校での 『ソフトウェアプログラミング授業』 に先駆けて

アイアンドエス株式会社がご提案するサービスのお知らせです！

直接的なサポート支援を受けてみたい・・・・

　『ソフトウェアプログラミング授業に関するサポート支援』 （サービス）のご案内

2020年度より「小学校プログラミング教育」が新たな小学校学習指導要領に明記され、小学生の学校
授業内で必須化されることが決定しています。

しかし、慢性化する長時間労働に加えて、2018年度に開始した「道徳教育」や、前倒しで開始されてい
る「英語教育」の授業カリキュラムの準備・対応に追われる現状から、新しいカリキュラムの導入は教育
現場の更なる疲弊、本来の生徒教育における最大パフォーマンスの発揮が困難となるであろうという声
が聞かれる状況です。

アイアンドエス株式会社は、クライアントの方々が必要とする情報、市場動向、競合情報などの調査/情
報収集を行い、より深く精緻な分析を実施し、皆様が抱える問題や課題解決を目的とした情報提供とサ
ポート支援を行うマーケティングとコンサルティングの専門会社です。

更に今、国内では厚生労働省が「働き方改革」と称して、長時間労働の是正、労働制度の抜本的な改
革を執り行っています。民間企業では「ノー残業Day」や「定時退社日」などを設定し、長時間労働から脱
却する取組みをスタートさせているものの、学校教育現場を始めとする公務員や各行政省庁での教職
員の方々の働き方は「ブラック企業」を彷彿させるものがあり、学校教育現場こそ「働き方改革」を実践
し、本来の姿を取り戻さなければならない業界であるといっても過言ではありません。

そのため各行政省庁は、「ソフトウェアプログラミング授業」を実施していくなかで「働き方改革」も視野
に入れた方法として、民間企業や地域の学術機関などを上手く活用し、準備・施策を進めることも必要
である、との見解を発表しています。

各教育現場を掌っておられる各教育委員会、ご担当者の皆様方に、弊社の「ソフトウェアプログラミング
授業に関するサービス」の当該案内書をぜひご一読いただき、「ソフトウェアプログラミング授業」におけ
る不安・課題の解決策の一つとして本サービスをご活用いただきますよう、よろしくお願い申し上げま
す。

『ソフトウェアプログラミング授業』 に取り組むご担当者様必見！ 



ＳＴＥＰ3：　本格スタート後

ソフトウェアプログラミング授業に関するサポート支援

※本サービスは授業の取組みを直接サポートするサービスです。

●サポート支援及びスケジュールの概要　（イメージ）

ＳＴＥＰ1：　初年度

ＳＴＥＰ2：　次年度　

※注意事項
　　・当該サービスの開始時期によりスケジュールが異なります。
　　・模擬授業や模擬研修の実施回数についても併せて異なりますことをご了承ください。
　　・模擬授業や模擬研修の実施回数については打合せ時に決定するものであり、上記はサンプル回数となります。
　　・サービスのご提供については、カスタム対応となります。

●サービス費用 ご提供するサービス内容により異なるため、サービス費用に関しての

お問い合わせはお気軽にお申し付けください。

どのように授業を 

スタートさせれば 

いいの？ 

相談したいけど 

どこに相談したら

実施事例を基に疑問・質問、スケジュール感等のご説

明を含めて、授業に取組む教職員の皆様を各行政団

体、教育委員会と一緒になってサポートいたします！ 

大阪の教育委員会と共にソフトウェアプログラミング授

業展開に関する共同プロジェクトを行っている弊社だ

からこそご提供できるサービスです。 

事前打合せ 

・目的/コンセプトの 

明確化 

・プロジェクトの 

進め方を決定 

・参加者決定 

など 

Kick off Meeting 

・主旨をご説明 

・目的/コンセプトの

共通認識を確認 

・参加者の顔合わせ 

など 

初回模擬研修 

・必要事項の整理 

（ツール/インフラ、

他） 

・日程の確定 

など 

模擬授業/模擬研修 

（教職員・生徒向け） 

・課題・改善点の抽出 

・次回模擬授業の計画 

・次回研修に向けた準備 

など 

整備計画/決定 

・リソースの整備

に関する計画と 

決定 

模擬授業/模擬研修 

（教職員代表/生徒向け） 

・研修の本格化 

（プログラミング授業を実施す

る全ての教職員の参加・体験） 

整備計画/決定 

・必要となる 

リソースの整備 

計画と決定 

模擬授業/模擬研修 

（生徒向け） 

・プログラミング授業の 

計画を開始 

・本格実施に向けた調整 

2020年 春 本格スタート 

本格スタート後のソフトウェアプログラミングを活用した授業の定着化と進化の方法 
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●会社概要

【本件担当】
尾崎 淳一 ： j.ozaki@iands-jp.com 中野 春美 ：
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アイアンドエス 株式会社

経営、企業、市場、商品、システム等、クライアントの事業活動に伴う

市場調査及びコンサルティング業務
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